
エ チ レ ン オ キ サ イ ド ガ ス に よ る 蚕 具 類 の 簡 易 消 毒

( 蚕 試 ;  環境 部 )

1 . 背 景 と ね ら い         !

族 器 な ど の 蚕 具 類 の 消 毒 は、 ピ ニ ー ル ハ ウ ス を 利 用 し て 太 陽 熱 で ホ ル マ リ ン く ん

蒸 す る と、 簡 易 に 効 果 を あ げ る こ と が で き、 昭 和 5 7 年度 に 参 考 事 項 と し て 紹 介 し た。

し か し、 こ の 技 術 の 導 入 状 況 は 十 分 と は い え ず、 未 だ 族 器 消 毒 の 不 徹 底 に よ る 作

柄 不 安 定 農 家 が み ら れ る。

そ こ で、 族 器 な ど の 蚕 具 頬 消 器 の 重 要 性 を 再 認 識 さ せ、 蚕 作 の 安 定 を 図 る た め エ

チ レ ン オ キ サ イ ド ガ ス に よ る 新 し い 消 幕 法 を 検 討 し た。

2 . 技 術 内 容   !

( 1 ) 薬剤 の 成 分 ・ 性 状 等

ア  葉 剤 名 :  エチ レ ン オ キ サ イ ド ガ ス ( 商 品 名 エ ポ ン ミ ニ ) ‐

イ  成  分 : 主 成 分、 酸 化 エ チ レ ン  1 2 w t %   希釈 剤、 フ ロ ン  8 8 w t %

ウ  性 状 等 :  比重 3 . 4 6 t 沸点 1 0 . 4 ℃、 普 通 物

( 2 ) 使用 方 法 お よ び 手 順

ア  使 用 方 法 :  合成 ポ リ エ ス テ ル タ ー ポ リ ン 製 箱 型 の 消 毒 袋 ( サ ン パ ッ ク ) に 、  ・

東 わ た ま ま の ダ ン ボ ー ル 族 を 入 れ、 小 型 ボ ン ペ ( 径 3 . 5 御、 高 さ 1 l m 、 容 量 9 0

g ) に 入 つた エ チ レ ンオ キ サ イ ドガ ス を注 入 し、 4 8 時間 以 上 密 閉 して お く。

イ  手   順         |  |

7 ) サ ン パ ッ ク を 換 気 の よ い 人 の 出 入 り の 少 な い 室 内 に お く。    i

イ) サ ン パ ッ ク 内 に 東 ね た ま ま の ダ ン ポ ー ル 族 ( 井 型 に 積 み 室 ね る ) や 蚕 具 類

を 収 納 し、 フ ァ ス ナ ー を 完 全 に し め る。  ,

ウ) サ ン パ ッ タ の 上 部 に 付 い て い る 取 付 金 具 に、 エ ポ ン ミ ニ を 接 続 し 一 気 に 注

入 す る。

工) 1 甫 の サ ン パ ッ ク に エ ポ ン ミ ニ 2 本 、 1 . 5 m 3 では 3 本 を 続 け て 洋 入 す る。

オ) 消 書 は 4 8 時間 以 上 行 い、 消 毒 終 了 後、 通 風 を よ く し て フ ァ ス ナ ー の 一 部 を

開 い て 排 気 す る。 ガ ス を 直 接 吸 入 し な い よ う に し て 開 放 す る。

力) 開 放 後、 蚕 具 類 を と り だ し て 通 風 の よ い 場 所 に 1 日 以 上 放 置 し て か ら 使 用

す る。

( 3 ) 消毒 効 果

本 剤 は 核 多 角 体 病、 細 胞 質 多 角 体 病、 伝 染 性 駄 f “市 の 各 ウ ィ ル ス お よ び こ う し

か び 病 菌 ( 材 内 侵 入 薗 ) に 対 し て 消 書 効 果 が 高 い。

( 4 ) 適用 範 囲

養 蚕 農 家 お よ び 稀 蚕 共 同 飼 育 所

3 . 指 導 上 の 留 意 事 項

( 1 ) 薬剤 の 取 扱 い は 十 分 に 留 意 し、 容 器 添 付 の 注 意 事 項 を 守 り 事 故 の な い よ う に す

る。

( 2 ) 消毒 効 果 を あ げ る た め、 ガ ス 拡 散 し や す い よ う に 収 納 枠 を 利 用 す る。 ま た、 室
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温 は 2 0 ℃以 上 が 有 効 で あ る。

( 3 ) 消毒 後 の サ ン パ ッ ク 開 放 は 室 内 の 換 気 を 十 分 に は か り な が ら 行 う。

( 4 ) 使用 場 所、 保 管 場 所 で は 火 気 に 注 意 す る。

4 . 参 考 文 献 ・資 料

( 1 ) 全国 蚕 楽 試 験 場 運 営 協 議 会 依 頼 試 験 成 績 ( 1 9 8 5 )

5 . 試 験 成 紙

備考)① こうじかび病菌302号株の分生胞子懸濁液(8X10/材)に漫渡した6両の漉紙を検

定病原とした。       |

② エポンミニ2本を1材のサンノく比夕に注入48時間後開放、培養により効果判定。

③ 61年10月3～ 5日、 (平均気温、1&4で 、 15.1で、 14.7℃)

表2 核多角体病ウイルスに対する不活化効果 (発病率)

表1 こ うじかぴ病菌だ対する萩菌効果
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備考) 回 転族小片 (10X20爾)を N P10/冠校に浸漬、また、

塗布、風乾し、検定病原とした。

処理後、滅菌水で洗浄した液を生物検定。

N P10/記液をスライドグラスに
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